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な
り
ま
せ
ん
。

M
r.Children

が
2
0
1
4
年

に
発
表
し
た
「
足
音-Be Strong

」

と
い
う
楽
曲
で
、
桜
井
和
寿
さ
ん

は
次
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
ま
す
。

�　

ど
ん
な
人
に
だ
っ
て
心
折
れ
そ
う

な
日
は
あ
る　
「
も
う
ダ
メ
だ
」
っ

て
思
え
て
き
て
も
大
丈
夫　

も
っ
と

強
く
な
っ
て
い
け
る

�　

今
と
い
う
時
代
は
言
う
ほ
ど
悪
く

は
な
い　

ま
た
一
歩　

次
の
一
歩　

靴
紐
を
結
び
直
し
て

�　

喜
び
を
分
か
ち
合
い　

弱
さ
を
補

い
合
い　

大
切
な
誰
か
と
歩
い
て
い

け
る
な
ら
（
中
略
）

�　

夢
見
て
た
未
来
は　

そ
れ
ほ
ど
離

れ
ち
ゃ
い
な
い　

ま
た
一
歩　

次
の
一

歩　

足
音
を
踏
み
鳴
ら
せ
！
（
中
略
）

�　

こ
の
足
音
を
聞
い
て
る
誰
か
が

き
っ
と
い
る

振
り
返
る
と
感
染
が
広
が
り
つ

つ
あ
っ
た
2
0
2
0
年
は
卒
業
生

の
門
出
も
祝
う
こ
と
も
で
き
ず
、

入
学
式
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

4
年
前
の
2
0
2
1
年
は
入
学
式

は
行
わ
れ
ま
し
た
が
午
前
と
午
後

の
２
回
に
分
け
て
の
開
催
で
、
し

か
も
ご
家
族
の
方
は
同
席
で
き
な

い
な
ど
人
数
制
限
の
中
で
の
式
で

し
た
。
授
業
は
基
本
対
面
授
業
と

な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
遠
隔
授
業

も
あ
り
、
校
内
は
マ
ス
ク
着
用
が

必
須
で
し
た
。
大
学
食
堂
で
は

テ
ー
ブ
ル
に
は
飛
沫
防
止
の
パ
ー

い
ま
と
い
う
時
代
は
言
う
ほ
ど

悪
く
は
な
く
、
夢
見
て
い
た
未
来

は
そ
れ
ほ
ど
離
れ
て
は
い
な
い
と

思
う
の
で
す
。
喜
び
を
分
か
ち

合
っ
た
り
、
弱
さ
を
補
い
合
っ
た

り
で
き
る
、
家
族
や
友
人
、
パ
ー

ト
ナ
ー
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
切

に
思
い
一
日
一
日
を
大
切
に
し
て

く
だ
さ
い
。

い
ま
か
ら
百
三
十
八
年
前
、
北

星
学
園
創
設
者
、
サ
ラ
・
C
・
ス

ミ
ス
先
生
は
、
三
十
六
歳
で
、
函

館
か
ら
七
名
の
少
女
と
札
幌
に
到

着
し
、
そ
の
九
日
後
か
ら
女
学
校

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
ス
ミ

ス
先
生
が
話
さ
れ
た
と
さ
れ
る
こ

と
で
、
私
が
学
生
時
代
か
ら
覚

え
、
大
切
に
し
て
い
る
言
葉
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、

�Forget the past, labor for 

the present, looking tow
ard 

the future

で
あ
り
、
聖
書
・
フ
ィ
リ
ピ
の
信

徒
へ
の
手
紙
三
章
十
二
節
以
降
に

由
来
し
て
い
ま
す
。
こ
の
箇
所
に

テ
ー
シ
ョ
ン
が
置
か
れ
、
食
事
は

黙
食
、
席
は
椅
子
の
半
数
が
使
用

禁
止
と
な
り
強
制
的
に
隣
と
の
距

離
を
取
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
で
き
れ
ば
も
う
二
度
と
目
に

し
た
く
な
い
光
景
で
す
。
2
年
前

の
2
0
2
3
年
は
4
年
ぶ
り
に
新

入
生
が
一
堂
に
会
し
た
入
学
式
が
行

わ
れ
、
徐
々
に
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
生

活
を
取
り
戻
し
て
き
ま
し
た
。

集
団
で
学
び
、
集
団
で
行
動
す

る
こ
と
が
学
校
教
育
だ
っ
た
の

が
、
で
き
る
だ
け
接
触
し
な
い
よ

う
に
言
わ
れ
て
い
た
の
で
す
か

ら
、
皆
さ
ん
は
真
逆
な
学
校
教
育

を
経
験
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
経
験
を
し
た
こ
と
の

な
い
者
か
ら
す
る
と
な
ん
と
も
淋

し
く
不
憫
に
思
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
で
す
が
、
す
で
に
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
卒
業
さ
れ
た
方
の
言
葉
を

卒
業
生
の
皆
様
、
ご
卒
業
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま

た
、
今
日
ま
で
支
え
て
こ
ら
れ
ま

し
た
ご
家
族
、
関
係
者
の
皆
様
に

も
お
祝
い
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。卒

業
を
迎
え
ら
れ
る
ま
で
の
数

年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
想
定

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
次
々
と

起
こ
り
、
私
た
ち
は
、
予
測
不
可

能
、
先
行
き
不
透
明
な
時
代
の
中

に
存
在
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場

に
、
否
応
な
し
に
身
を
置
く
こ
と

は
、
私
た
ち
を
漠
然
と
し
た
不
安

に
陥
れ
、
生
活
を
不
安
定
に
さ
せ

ま
す
。
し
か
し
私
た
ち
は
一
歩
一

歩
、
足
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
ご
卒
業
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん

は
コ
ロ
ナ
禍
で
様
々
な
制
約
が
あ

る
中
で
勉
学
に
励
み
、
多
く
の
人

た
ち
と
交
流
し
、
様
々
な
活
動
を

通
し
て
経
験
を
積
み
、
こ
の
度
卒

業
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
幾
つ
も

の
困
難
を
乗
り
越
え
た
努
力
に
心

か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。
そ
し

て
、
ご
家
族
の
方
々
に
は
２
年

間
、
４
年
間
の
長
き
に
渡
り
後
援

会
活
動
に
温
か
い
ご
支
援
と
ご
理

解
を
い
た
だ
き
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

は
「
目
標
を
目
指
し
て
」
と
記
さ

れ
て
お
り
、「
な
す
べ
き
こ
と
は

た
だ
一
つ
、
後
ろ
の
も
の
を
忘

れ
、
前
の
も
の
に
全
身
を
向
け
つ

つ
、
神
が
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
に

よ
っ
て
上
へ
召
し
て
、
お
与
え
に

な
る
賞
を
得
る
た
め
に
、
目
標
を

目
指
し
て
ひ
た
す
ら
走
る
こ
と
で

す
」
と
続
き
ま
す
。

ど
う
か
、
ご
自
身
の
目
標
を
目

指
し
て
、
新
た
な
一
歩
を
歩
み
出

し
て
く
だ
さ
い
。
自
分
が
信
じ

た
、
自
分
が
目
指
す
道
を
遠
慮
せ

ず
に
「
後
ろ
の
も
の
を
忘
れ
未
来

に
向
か
っ
て
今
を
努
力
」
し
、
一

歩
一
歩
進
ん
で
下
さ
い
。

そ
し
て
、
北
星
を
忘
れ
ず
、
と

き
ど
き
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。

い
つ
で
も
こ
の
大
谷
地
キ
ャ
ン
パ

ス
に
、
ま
た
、
同
窓
会
の
席
な
ど

に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

改
め
ま
し
て
、
ご
卒
業
、
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

拝
見
す
る
と
後
ろ
向
き
の
言
葉
は

な
く
、
む
し
ろ
こ
の
経
験
を
バ
ネ

に
し
て
未
来
に
向
か
っ
て
進
も
う

と
す
る
力
強
さ
を
感
じ
ら
れ
ま

す
。
遠
隔
授
業
が
続
き
、
登
校
も

制
限
さ
れ
、
自
分
の
想
像
と
か
け

離
れ
た
学
生
生
活
で
あ
っ
て
も
、

新
し
い
友
達
と
の
出
会
い
に
喜

び
、
親
身
に
な
っ
て
支
え
て
く
れ

た
先
輩
や
教
職
員
へ
の
感
謝
、
そ

れ
を
糧
に
前
に
進
も
う
と
す
る
決

意
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

大
変
な
学
生
生
活
を
過
ご
し
、

そ
の
中
で
困
難
を
乗
り
越
え
て
課

題
を
解
決
し
た
経
験
は
こ
れ
か
ら

の
人
生
に
必
ず
生
き
て
く
る
は
ず

で
す
。
こ
の
こ
と
を
糧
に
次
の
ス

テ
ー
ジ
で
の
更
な
る
ご
活
躍
を
お

祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

4月

1日（火）オリエンテーション（～4月10日）

4日（金）
入学式
定期健康診断（4日・7日・8日）

11日（金）
履修登録開始（～17日）
前期授業開始

5月
2日（金）学園創立記念日

14日（水）後援会第1回役員会
24日（土）後援会総会・就職講演会

6月 7日（土）体育祭

2025年度 大学行事予定 6月
20日（金）『後援会だより』第159号発行
28日（土）第1回札幌地区父母懇談会

7月
22日（火）前期授業終了
23日（水）前期定期試験（～7月31日）

8月

23日（土）旭川地区父母懇談会
24日（日）北見地区父母懇談会
30日（土）帯広地区父母懇談会
31日（日）釧路地区父母懇談会

9月

6日（土）函館地区父母懇談会
7日（日）苫小牧地区父母懇談会

22日（月）後期授業開始
30日（火）前期末卒業式

10月 11日（土）大学祭（～13日）
11月 8日（土）第2回札幌地区父母懇談会

12月
1日（月）『後援会だより』第160号発行

23日（火）年内授業最終日
未定 クリスマス礼拝

1月
14日（水）後援会第２回役員会
19日（月）後期授業終了
20日（火）後期定期試験（～27日）

3月

4日（水）卒業者名簿発表
11日（水）卒業礼拝（予定）

13日（金）
卒業式

『後援会だより』第161号発行

※日程は変更になる場合があります。

目
標
を
目
指
し
て

学
　
長
　

中
村
　
和
彦

困
難
を

乗
り
越
え
た
経
験
を

次
の
ス
テ
ー
ジ
に

後
援
会
会
長
　

上
端
　
邦
夫
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北星学園大学での思い出

私は、４年間で多くの経験を積みました。これらは簡単なものでは
なかったからこそ私を成長させてくれたと考えます。
その中の一つが、生協学生委員会での活動です。活動中は、企画の

立案や実行に際して苦しいこともありました。それでも４年間楽しみ
ながら活動を続けることが出来たのは、かけがえのない仲間たちと支
え合うことが出来たからでした。
そしてなんといっても、「ソーシャルワーカーになる」という入学

当初からの大きな目標。大学では、先生や友人の力も借りながら決し
て楽ではない日々の授業や実習に臨んできました。これらを乗り越え
ることが出来たのも、同じ目標を持つ仲間がいたから。“一人ではな
い”という気持ちが私を強くさせました。
この他にも、多くの「挑戦」をしてきましたが、ここでは伝えきる

ことが出来ません。印象的なのは、これらの活動は“辛いだけではな
かった”ということ。当時は苦しかったかもしれませんが、今思うと
どこか楽しみながら取り組んでいたように感じます。それは、一つ一
つが私の挑戦してみたいことであり、熱中することが出来るものだっ
たからでしょう。
私は卒業後、目標であった医療

ソーシャルワーカーとして社会に
出ます。ただ、私にとって就職や
資格取得、大学での経験は通過点
に過ぎません。今後の人生の中で
自分に負けそうな時には、４年間
の経験が私を前進させてくれると
確信しています。
これからも北星で学んだ者とし

ての自覚と誇りを持って「挑戦」
を続けていきます。

私は高校生の時から「海外の方と英語で話し、その国の文化を肌身
で体験したい」という気持ちがありました。そのため、留学プログラ
ムのある短期大学部英文学科を選びました。1年生の後期に、M.
コッター先生の海外事情の授業を通して、オーストラリアに4ヶ月間
留学をしました。留学先では英語に触れられる機会が少ないなど、思
うようにいかず大変なこともありましたが、先生方や周りの方に相談
をし、望んでいた英語を沢山使える環境で、オーストラリアの文化を
学ぶことができました。さらに、留学先のクラスでは中国やタイ、コロン
ビアなど様々な国籍の方と友達になることができ、別の国の人の考え
方にも触れることで、より柔軟な考え方ができるようになりました。
留学をする前には、短期大学部英文学科のEnglish lunchという昼休
み時間にネイティブの先生方と昼食を食べながら会話するプログラム
に何度か参加し、不安を軽減することができました。他にもWriting 
labでは英作文をネイティブの先生に添削していただき、より現地の
人に近い英語表現を学びました。そのおかげでホームステイファミ
リーに驚かれ、嬉しかっ
たことを覚えています。
M.コッター先生のアイ

ヌとマオリの授業ではカ
ナダの留学生や、休学を
して留学した先輩方な
ど、色々な経験のある方
と授業を受けることがで
きました。
北星学園大学短期大学

部に通った時間はあまり
長くありませんでしたが、
とても有意義な時間を過
ごすことができました。

学生生活最後のオープンキャンパスにて生協学
生委員会の後輩・同期と（左端が五十嵐さん）

留学先でのクラス写真（後ろから２列目、右から２
番目が谷原さん）

「挑戦」の４年間 「留学で広がった世界と学び」

北星に入学するとき、「気になったことは全部やってみよう」と心
に誓いました。高校までとは違い、やりたいことや力の入れたいこと
を選べるのが大学だと思ったからです。
私の大学４年間を作る大きなきっかけが、心コミ２年次の必修科目

である「フィールド実習」の実習先に「フリースクール」を選択した
ことです。教育関係や学校支援について全く知識はなかったのです
が、自分の知らない分野について知りたいと思ったことが選択の理由
でした。２週間の実習を経て私の中で大きな変化が起こりました。境
遇に関わらず、子どもたちに平等な機会を届けるサポートをしたいと
思うようになりました。
その後、大学主催のタイの国際ボランティアに応募し、現地の児童

福祉施設バーン・ジンジャイでの奉仕活動に参加しました。帰国後は
それまでの経験を活かして継続的なサポートを行いたいと思い、学習
ボランティア団体に所属し、里親家庭を訪問して高校生の学習サポー
トを行いました。「山田さんで良かった」と言っていただけたときは
本当に嬉しく、あのとき自分の「やりたい」に忠実に向き合って良
かったと心から思いました。
この４年間はたくさんの「やりたい」に挑戦できました。「やって

良かった」と心か
ら思える経験をで
きたことが、かけ
がえのない思い出
です。これまで私
を支えてくださった
先生、職員の方々、
友人、家族に感謝
しています。４月
からの新生活も北
星での学びを糧に
励んでいきます。

大学生活を始めるにあたり、私は「何事にも挑戦し、後悔のない4
年間を」というテーマを掲げました。しかし、予想だにしなかったコ
ロナ禍に直面し、不安や孤独が先行する日々が続きました。対面での
交流が制限され、友人を作る機会にも恵まれない中、私の転機となっ
たのが英語の授業でした。
少人数制でのディスカッションやプレゼンテーションを通じ、英語
で自分の考えを表現する楽しさを感じた私は、学内の英語コミュニ
ティにも参加するようになりました。異なるバックグラウンドを持つ
人々との交流を通じて、次第に海外への興味が芽生え、当初「大学生
の間に一度海外に行ければいい」と考えていた私ですが、結果的に、
アメリカやカンボジアをはじめ、4年間で計8カ国を訪れるという貴
重な経験を得ることが出来ました。
アメリカでは、多様性が織りなす社会の中で「自分の意見を持つ」
ことの重要性を学び、カンボジアでは、現地での慈善活動を通じて人
とのつながりの温かさを実感しまし
た。それぞれの国で得た経験は、私
の視野を大きく広げ、行動すること
で初めて新しい世界が開けることを
肌で感じ、「挑戦する」というテー
マの意味がより深みを増していきま
した。
北星学園大学での4年間は、単な
る知識の習得にとどまらず、自己成
長のきっかけになりました。これら
の経験は、哲学者フリードリヒ・
ニーチェの考えである「人は自己を
超え続ける存在である」を体現する
ものだったと感じます。この精神を
忘れずに、北星学園大学卒業生とし
て未知の世界へ挑み続け、自分の可
能性をさらに切り拓いていきたいと
考えています。タイの児童福祉施設での活動中（後列の左側が山田さん）

マレーシアの「スルタン・アブドゥ
ル・サマド・ビル」での記念撮影（左
側が佐々木さん）

「やりたい」に忠実に 「夢のない自分は海外へ」

社会福祉学部　福祉臨床学科　五
い が ら し
十嵐　　　初

はじめ
短期大学部　英文学科　谷

たに
　原

はら
　弥

や
　弥

や

文学部　心理・応用コミュニケーション学科　山
やま
　田

だ
　鈴

すず
　華

か
経済学部　経済法学科　佐

さ
々
さ
木
き
　瑠
りゅう
　汰

た



2025年3月14日第158号 北 星 学 園 大 学 後 援 会 だ よ り（3）

2024年度2024年度就職状況就職状況 　以下の就職内定先は、２月１日付けのものですので、３月の卒業時点ではもっと増えているこ
とを期待しています。
　現在、就職支援課では就職未決定の学生に対し、引き続き就職決定のためのサポートやアドバ
イスを行っています。最後まで諦めることなく、それぞれの進路を切り拓くことができるよう親
身に支援をしています。 （就職支援課）

就職内定先（2025年2月1日現在）
大　　学
農林水産鉱業

株式会社エヌスタッフ
とまこまい広域農業協同組合
ホクレン農業協同組合連合会
北海道農業共済組合
美唄市農業協同組合

建　設　業
技建コンセプト株式会社
株式会社H・Eエナジー
株式会社クワッドイノベーション
住商アーバン開発株式会社
ライト工業株式会社
株式会社カワムラホーム
株式会社ホームネット
旭化成ホームズ株式会社
道路工業株式会社
ミサワホーム北海道株式会社
株式会社日本ハウスホールディングス
大和ハウス工業株式会社
株式会社一条工務店
株式会社つうけん
北海電気工事株式会社
東洋熱工業株式会社
豊栄建設株式会社
大成ロテック株式会社
武ダ技建創株式会社
株式会社ロゴスホーム
札幌建設運送株式会社
北ガスフレアスト株式会社

製　造　業
ジャルロイヤルケータリング株式会社
日糧製パン株式会社
北海道コカ・コーラボトリング株式会社
株式会社柳月
株式会社きのとや
株式会社ロイズコンフェクト
株式会社もりもと
株式会社ケイシイシイ
株式会社アイジーエー
株式会社ジョンブル
合同容器株式会社
ヤマチユナイテッドグループ
参天製薬株式会社
株式会社アルビオン
金属技研株式会社
株式会社モルテン
YKK AP株式会社
株式会社土谷特殊農機具製作所
株式会社シークス
マスプロ電工株式会社
株式会社NICHIJO
株式会社松本鐵工所
株式会社コロナ
株式会社河合楽器製作所
リリカラ株式会社

印　　刷
株式会社北海道シーリング
大日本印刷株式会社

卸 ・小売業
株式会社region
札幌開発株式会社
KINUBARI COFFEE ROASTERS
株式会社ワタリ
株式会社DREAM ON
コカ・コーラボトラーズジャパンベンディング
株式会社
合同会社Re-RISE
株式会社どうとんぼり神座
株式会社ユニカフェ
伊藤ハム販売株式会社
株式会社アレフ
大槻食材株式会社
札幌ヤクルト販売株式会社
国分北海道株式会社
曲〆髙橋水産株式会社
東日本フード株式会社
日本アクセス北海道株式会社
加藤産業株式会社
株式会社パル
青山商事株式会社
株式会社三松
株式会社しまむら
株式会社ワールドコーポレーション
株式会社ファーストリテイリング
株式会社ナイスクラップ
オルビス株式会社
クオール株式会社
たんぽぽ薬局株式会社
ファーマライズ株式会社
株式会社ツルハ
株式会社PALTAC
株式会社丹波屋
株式会社あらた
アルフレッサ株式会社
株式会社ほくやく
株式会社モロオ
株式会社サッポロドラッグストアー
アイングループ
コーセー化粧品販売株式会社
北海道和光純薬株式会社
株式会社ナカジマ薬局
エフエルシープレミアム株式会社
株式会社カナモト
田中商事株式会社
富士フイルムビジネスイノベーションジャパン
株式会社
ホシザキ北海道株式会社

リコージャパン株式会社
株式会社ヨシダ
渡辺パイプ株式会社
株式会社エミヤホールディングス
株式会社竹山
株式会社三ツ輪商会
石垣電材株式会社
株式会社NaITO
ヤンマーアグリジャパン株式会社
株式会社ヨドバシカメラ
株式会社ホクレン油機サービス
株式会社菊地
株式会社ラウディ
北新マテリアル株式会社
河淳株式会社
永浜クロス株式会社
株式会社ニトリ
長谷川グループ（長谷川産業株式会社）
クワザワホールディングス株式会社
株式会社北海道吉村
JKホールディングス株式会社
株式会社ハードオフファミリー
株式会社カインズ
株式会社さすがや
株式会社良品計画
東洋カーマックス株式会社
DCM株式会社
株式会社エネサンス北海道
大丸株式会社
大豊資材工業株式会社
NX商事株式会社
株式会社日比谷花壇
オカモトグループ
ハミューレ株式会社
ルイ・ヴィトン　ジャパン株式会社
昭和レーベル印刷工業株式会社
三菱電機住環境システムズ株式会社
伊藤忠エネクスホームライフ北海道株式会社
株式会社オルゴール堂
株式会社いちたかガスワン
株式会社宮田自動車商会
北海道エナジティック株式会社
株式会社GRACIS
ブリヂストンタイヤソリューションジャパン株
式会社

百貨店・スーパー
株式会社ラルズ
株式会社ファミリーマート
イオン北海道株式会社
生活協同組合コープさっぽろ
コストコホールセール・ジャパン株式会社�

自動車販売
北海道スバル株式会社
ダイハツ北海道販売株式会社
札幌日産自動車株式会社
株式会社スズキ自販北海道
ネッツトヨタ札幌株式会社
トヨタカローラ札幌株式会社
ネッツトヨタ苫小牧株式会社
北海道いすゞ自動車株式会社
株式会社ホンダカーズ札幌中央
株式会社ホンダモビリティ北海道
株式会社ネクステージ�

金　融　業
東京シティ信用金庫
4C’S株式会社
りそな銀行
株式会社北海道銀行
株式会社北洋銀行
北海道信用金庫
札幌中央信用組合
空知信用金庫
大地みらい信用金庫
北海道労働金庫
北海道信用保証協会
遠軽信用金庫
日高信用金庫
株式会社ゆうちょ銀行
北星信用金庫
株式会社ニッセンレンエスコート�

保　険　業
ユニバーサル株式会社
日本生命保険相互会社
ソニー損害保険株式会社
明治安田生命保険相互会社
株式会社かんぽ生命保険
住友生命保険相互会社本社すみれい�

証　券　業
岡三証券株式会社�

不動産業
株式会社プレサンスコーポレーション
株式会社サンセイランディック
株式会社fithome
株式会社カチタス
AS-PARTNERS株式会社
アムス・インターナショナル株式会社
東急リバブル株式会社
明和地所株式会社
株式会社日動
株式会社常口アトム
株式会社エイブル
大東建託株式会社
株式会社共立メンテナンス
エムエムエスマンションマネージメントサービ
ス株式会社
株式会社ビッグ
三井不動産リアルティ札幌株式会社
パーク二四株式会社
タイムズ二四株式会社

北海道空港株式会社
株式会社アイーナホーム
北海道建物株式会社�

航空 ・運輸
株式会社アロー流通
ANAエアポートサービス株式会社
ロジスティード東日本株式会社
北海道エアポート株式会社
日本航空株式会社
三ツ輪運輸株式会社
株式会社JALスカイ札幌
株式会社AIRDO
ANA新千歳空港株式会社
エア・ウォーター物流株式会社
苫小牧埠頭株式会社
ANA成田エアポートサービス株式会社
株式会社JALナビア
株式会社北海道丸和ロジスティクス
株式会社ロジネットジャパン
ANAテレマート株式会社

放送 ・通信
株式会社ディ・コンプレックス
株式会社シオンステージ
株式会社U-NEXT HOLDINGS
株式会社ディータス
株式会社DASH
株式会社エイチ・ビー・シー・フレックス
株式会社ジェイコム札幌
株式会社イメージランド
エイチ・テー・ビー映像株式会社�

電気・ガス・水道
株式会社ミツウロコヴェッセル
北海道電力株式会社�

広告 ・宣伝
ワンエイティ株式会社
株式会社ギャンビット
株式会社NDPマーケティング
株式会社クオラス
総合商研株式会社
株式会社近宣
北電興業株式会社
株式会社ノヴェロ
株式会社ネクシィーズ
株式会社イースト・デイリー
株式会社電通デジタルアンカー�

サービス一般
株式会社サムシング・グレート
株式会社エージェントジャパン
株式会社クリエイト
株式会社INSPA
北海道リース株式会社
ワタキューセイモア株式会社
中道リース株式会社
株式会社レンタルのニッケン
株式会社セノン
東京美装興業株式会社
株式会社ゲオホールディングス
株式会社札幌北洋リース
ほくでんサービス株式会社
株式会社マルベリー
東洋ワークセキュリティ株式会社
株式会社LIFE CREATE
株式会社KSP･EAST�

情報処理業
株式会社インターネットイニシアティブ
METATEAM株式会社
SCSK北海道株式会社
株式会社Olivier
株式会社ピー・エス・アイ
株式会社ソリッド
SCSK株式会社
システム・コンサルタント株式会社
セントラルエンジニアリング株式会社
ラテラルシンキング株式会社
株式会社メイプルシステム
株式会社デイシス
株式会社コマス
株式会社GSI
株式会社ハミングバード・IT
株式会社エフシーテクノロジー
株式会社コミット
株式会社ボールド
株式会社北海道日立システムズ
株式会社シー・エス・エス
トランスコスモス株式会社
株式会社日本システムコンサルタント
株式会社HDC
株式会社エイチ・アイ・ディ
株式会社NTTデータ北海道
株式会社エヌデーデー
株式会社テクタス
株式会社北海道キューブシステム
ラディックス株式会社
株式会社インタラクティブ・コミュニケーショ
ン・デザイン
株式会社つうけんアドバンスシステムズ
株式会社ビズポイント
株式会社キーマネジメントソリューションズ
北洋システム開発株式会社
パーソルプロセス＆テクノロジー株式会社
株式会社テクノプロ・デザイン社
株式会社ファイバーゲート
Trustia株式会社
株式会社エイチ・エル・シー
株式会社I2C�

専門サービス業
ブレインウッズ株式会社
株式会社トライト
株式会社クロスフィールド
NTSホールディングス株式会社
株式会社ゼネラルリンク
ミイダス株式会社

株式会社TSACE
アクシス株式会社
株式会社ケイジー技研
エイジス北海道株式会社
株式会社顧問名鑑
株式会社アスパイーエックス
株式会社ディアーズ・ブレイン
株式会社GOOYA Holdings
株式会社ネクストビート
株式会社マイナビ
株式会社ドーコン
株式会社フルキャストホールディングス
株式会社東名
株式会社テイクアンドギヴ・ニーズ
エン・ジャパン株式会社
株式会社アスクゲート
日本郵便株式会社
株式会社スタッフサービスエンジニアリング事
業本部
株式会社ワールドインテック
東京海上日動事務アウトソーシング株式会社
株式会社あいプラン
株式会社ペイロール
マンパワーグループ株式会社
株式会社スタッフサービス
アルティウスリンク株式会社
株式会社マーキュリー
オリンポス債権回収株式会社
共同エンジニアリング株式会社
日研トータルソーシング株式会社
Evand株式会社�

観光 ・興行 ・娯楽
株式会社札幌ホテルマネジメント
株式会社登別グランドホテル
株式会社ミナシア
野口観光株式会社
東武トップツアーズ株式会社
株式会社JTB
株式会社グランビスタホテル＆リゾート
株式会社日本旅行北海道
アパホテル株式会社
新和グループ
株式会社エイチ・アイ・エス
株式会社マルハン
株式会社星野リゾート・トマム
株式会社合田観光商事
スターツホテル開発株式会社
株式会社ケン・ホテルマネジメントキャビン北
海道
株式会社マイステイズ・ホテル・マネジメント
HTM株式会社
株式会社グランベルホテル
株式会社三井不動産ホテルマネジメント
株式会社星野リゾート・マネジメント�

医療 ・保健
さいとう矯正歯科
当別ファミリー歯科
SBCメディカルグループ
さいとう歯科
医療法人渓仁会
くにもとメディカルグループ�

非営利団体
公益財団法人さっぽろ青少年女性活動協会
北海道都市職員共済組合
北海道国民健康保険団体連合会
日本年金機構
一般社団法人札幌市医師会�

教　　育
株式会社ワンコイングリッシュ
株式会社アスクリエイト
学校法人北星学園
NOVAホールディングス株式会社
三幸学園
株式会社秀英予備校
北海道地区国立大学法人等職員（北海道教育大
学）
株式会社札幌進学プラザ
パスウェイ株式会社�

公務員 ・公立学校教員
自衛官候補生
自衛隊一般曹候補生
国税専門官
国家公務員（一般職）
別海町職員
北海道職員（一般行政）
北海道職員（社会福祉）
北海道職員（警察行政）
札幌市職員（消防吏員）
札幌市職員（行政コース）
札幌市職員（福祉コース）
北海道警察官
函館市職員（消防吏員）
旭川市職員
北見市職員
苫小牧市職員
稚内市職員
江別市職員
千歳市職員
恵庭市職員
警視庁警察官
神奈川県警察官
北広島市職員
長沼町職員
美幌町職員
芽室町職員
洞爺湖町職員
公立学校教員（北海道）
公立学校教員（札幌市）
公立学校教員（東京都）�

社会福祉施設関係
医療法人耕仁会札幌太田病院
社会医療法人禎心会札幌禎心会病院
社会医療法人社団カレスサッポロ

医療法人脳神経研究センター新さっぽろ脳神経
外科病院
医療法人渓仁会手稲渓仁会病院
医療法人社団健心会桑園病院
社会医療法人蘭友会札幌里塚病院
社会福祉法人江東楓の会
社会福祉法人恵庭光風会
社会福祉法人北ひろしま福祉会
社会福祉法人麦の子会
社会福祉法人札親会
社会福祉法人緑伸会
社会福祉法人佑啓会
社会福祉法人村山苑
社会福祉法人ノテ福祉会
社会福祉法人札幌慈啓会
社会福祉法人栄和会
SOMPOケア株式会社
株式会社ベネッセスタイルケア
社会福祉法人北光社ふくじゅ園
財団法人鉄道弘済会
社会福祉法人敬愛学園
認定特定非営利活動法人キッズドア
株式会社ケアリッツ・アンド・パートナーズ
株式会社明日葉
社会福祉法人北海道社会福祉事業団
社会福祉法人札幌市社会福祉協議会
社会福祉法人北広島市社会福祉協議会
社会福祉法人小樽市社会福祉協議会
社会福祉法人ゆうゆう
アースサポート株式会社
株式会社しーぽーと
株式会社しんかーず
合同会社サポ・ゼミ�

短期大学部
農林水産鉱業

宮田農園
北海道漁業協同組合連合会
北海道信用農業協同組合連合会
ホクレン農業協同組合連合会
ようてい農業協同組合�

建　設　業
株式会社アイランド総合メンテナンス

製　造　業
株式会社ファンケル
日昭株式会社�

卸 ・小売業
株式会社レリアン
株式会社ワールド
株式会社モロオ
アイングループ
ロクシタンジャポン株式会社
株式会社ムトウ
株式会社エミヤホールディングス
岩崎電子株式会社
株式会社ヨドバシカメラ
長谷川グループ（長谷川産業株式会社）
株式会社Zoff�

百貨店・スーパー
株式会社ダイイチ
イオン北海道株式会社�

金　融　業
北海道信用金庫�

不動産業
セントラルリーシングシステム株式会社
パーク二四株式会社
北海道空港株式会社�

航空 ・運輸
北海道旅客鉄道株式会社
株式会社JALスカイ札幌
ANA新千歳空港株式会社
道北航空サービス株式会社
ANAテレマート株式会社�

サービス一般
北海道リース株式会社
株式会社湘美会�

情報処理業
株式会社アルデート
株式会社北海道キューブシステム

専門サービス業
株式会社ワールドコーポレーション
株式会社LAVA INTERNATIONAL�

観光 ・興行 ・娯楽
株式会社マリオット
株式会社尚進
株式会社星野リゾート・トマム
鶴雅グループ鶴雅リゾート株式会社
株式会社エフ・ジェイホテルズ
ヒューリックホテルマネジメント株式会社�

医療 ・保健
医療法人社団凛未耀会たいし歯科クリニック
社会福祉法人緑星の里�

非営利団体
独立行政法人国立病院機構北海道東北グループ�

公務員 ・公立学校教員
自衛官候補生（航空自衛官）
岩内町職員
札幌市職員（学校事務）



2025年3月14日 第158号北 星 学 園 大 学 後 援 会 だ よ り （4）

　卒業生の皆様、ご家族の皆様、ご卒業おめでとうご
ざいます。在学中温かいご支援ご協力を賜り、心より
感謝申しあげます。皆様の今後のご活躍を心からお祈
り申しあげます。� （後援会事務局　西藤・石山）

あ と が き

「第32回日本介護福祉学会大会」開催報告
北星学園大学後援会のご支援を受け、北星学園大学を会場として2024年8月24～25日に第32回日本介護福祉学会大会を開催することができまし
た。同大会は、「介護福祉学」という学問特性も影響して、2020年のコロナ禍以降オンラインでのみ大会を実施してきました。第32回大会は5年ぶ
りの参集大会となりましたが、全国から合計170名の参加者が集い、盛会のうちに終えることができました。
人口減少を背景として、どの業界も人材不足が大きな課題となっている中、介護人材の不足は極めて
深刻な状況にあります。しかし、介護人材なくして人々の安心した生活は維持されません。そこで第
32回大会では24日（土）に「介護人材の確保と育成～量的確保と質保障のバランス～」をテーマとし
た大会公開講座も開催しました。ここでも100名近い方が参加し、今後の介護人材、福祉人材の確保と
育成に関する議論が展開されました。
25日（日）は「科学的介護が照らす全人的介護への道～科学的介護の具体的取組から～」と題する

シンポジウムが設定され、本学文学部の大島寿美子先生にもシンポジストとしてご登壇いただきました。
大会開催にあたりご協力いただきました大学の社会連携課、財務課、教育支援課の皆様、そして温か
いご支援を賜りました北星学園大学後援会の皆様に、大会長として深く御礼申し上げます。誠にありが
とうございました。

社会福祉学部　准教授　畑　亮輔

大会の様子（本学50周年記念ホール）

北星学園大学教育振興寄付金ご芳名
募金のご協力に深く感謝申し上げます。

2024年11月1日から2025年1月31日まで（敬称略・順不同）

※�ご芳名の掲載は、本学へ入金された日で集計しております。
　�（インターネットからクレジット決済でご寄付をされた場合、
通常１～２か月程度を要します。１月にクレジット決済にてご
寄付いただいた方については、次号での掲載となります）

※�寄付者様が法人の場合、寄付金の全額を損金として算入する
ことが認められている受配者指定寄付金としてご寄付いただ
くことができます。

　�お申込みをご検討の場合は、募金事務局（donation@hokusei.
ac.jp）までご連絡ください。

パイプオルガンコンサートのお知らせ　パイプオルガンコンサートのお知らせ　Towards the North Star 北の星に向かってTowards the North Star 北の星に向かって

お願い 未就学児の入場はご遠慮ください。
公共の交通機関でお越しください。

申込期間：5月12日（月）～5月22日（木）
※定員になり次第締め切らせていただきます。
申込み・問合せ先
北星学園大学同窓会事務局
メール：dousoukai@hokusei.ac.jp
右記北星学園大学ホームページの「申
込みフォーム」よりお申込みください。

日時：2025年5月24日（土）午後2時から
会場：本学チャペル

第25代札幌キタラ専属オルガニストのファニー・クソーさんをお迎えします。どうぞお楽し
みください。
プロフィール
　フランス生まれ。パリ13区モーリス・ラヴェル音楽院にてピアノをカリーヌ・サリフィアンに、伴奏
法をクロード・コレに師事し、パリ地方音楽院ではオルガンを学び、いずれも音楽研究資格を取得。サ
ン・モール・デ・フォッセ地方音楽院ではピアノをクリストフ・ブクジアン、オルガンをエリック・ル
ブランに師事し、2017年、最優秀の成績で終了。リヨン国立高等音楽院ではフランソワ・エスピナス、
リズベス・シュルンベルジュに師事し、19年、オリヴィエ・メシアン国際コンクールで第4位及びオリ
ヴィエ・メシアン作品最優秀演奏賞を受賞。その後、リヨン国立高等音楽院で22年にオルガン修士、
24年に教授法修士課程を修了。2024年9月、第25代札幌コンサートホール専属オルガニストに就任。
演奏予定曲目
ヴァレリー・オーベルタン：星のためのソナチネ
ヴォルフガング・アマデウス・モーツァルト：きらきら星変奏曲
ルイ・ヴィエルヌ：幻想的小品集　宵の明星と太陽への賛歌
J.S.バッハ：バッサカリアとフーガ BWV582.　ほか

ビルドプロテック株式会社
株式会社文化放送キャリアパートナーズ
株式会社 壽時
匿名希望４名

藤松　俊子
梅津　扶美子
山家　克子
狩野　明子
野田　道子

荒谷　信子
平野　紀子
アニス　美和
小野　恵子
佐藤　順子

真鍋　崇
木田　文夫
河合　佳子
佐藤　建次
佐藤　修子

北川　健一
古川　敬康
鈴木　克典

第51回同窓会奨励生制度のご案内第51回同窓会奨励生制度のご案内
　北星学園大学同窓会では、1976年に「同窓会奨励生制度」を発足し、現在まで多くの在学生が奨励
生として採用されています。この制度は、『勉学・サークル活動・ボランティア活動など、学内外で活
躍する学生への支援』と『本学の同窓会活動に積極的に参加してくださる学生の募集』を目的とし、意
欲のある学生に奨励金を給付しています。興味のある方はぜひ応募してください。
（1）応募資格
　①�北星学園大学・北星学園大学短期大学部に在籍している2年次以上の学生および本学部を卒業した
大学院生（他大学からの編入学生や過年度奨励生は対象外）

　②同窓会活動に協力できる方
　　・�「奨励生の集い」および「同窓会懇親会」に出席・スピーチ
　　・大谷地だより（同窓生向け会報）に２回寄稿
　　・同窓会SNSへの投稿協力
（2）奨励金額　1人5万円（返還義務なし）
（3）採用人数　若干名
（4）応募期間　2025年4月1日（火）～4月18日（金）
（5）応募書類　�1,200字程度の自己推薦文を5月中旬までに提出
　［自己推薦文の内容］
　　・学内外で活動・活躍していることについて　
　　・本学の同窓会活動にどのように関わっていきたいか
　　・奨励金をどのように活用していきたいか
（6）審査方法　�6月の同窓会幹事会にて厳正に審査いたします。 奨励金授与式の様子（2024年7月）学長室にて

2025年度 後援会行事のご案内
日にち 行事名 会　　　場

  5月14日(水) 第1回役員会 札幌ガーデンパレス
  5月24日(土) 総会・就職講演会 北星学園大学　校舎

  6月28日(土) 第1回
札幌地区父母懇談会

北星学園大学　校舎
キャンパスツアーなど様々なプログラムを予定しています。

  8月23日(土) 旭川地区父母懇談会 OMO7旭川
旭川市6条通9丁目

  8月24日(日) 北見地区父母懇談会 ホテル黒部
北見市北7条西1丁目

  8月30日(土) 帯広地区父母懇談会 ホテルグランテラス帯広
帯広市西1条南11-2

  8月31日(日) 釧路地区父母懇談会 釧路プリンスホテル　
釧路市幸町7丁目1番地

  9月  6日(土) 函館地区父母懇談会 プレミアホテル-CABIN PRESIDENT-函館
函館市若松町14番10号

  9月  7日(日) 苫小牧地区父母懇談会 グランドホテルニュー王子
苫小牧市表町4丁目3-1

11月  8日(土) 第2回
札幌地区父母懇談会

北星学園大学　校舎
キャンパスツアーなど様々なプログラムを予定しています。

2026年
  1月14日(水) 第2回役員会 札幌ガーデンパレス

各地区父母懇談会では、個別面談や就職相談等を行います。ぜひご参加くださ
い。（学生本人の同席は行っておりません）
詳細は決まり次第、大学ホームページや後援会だよりにてお知らせいたします。

後援会文庫後援会文庫 後援会では下記の図書・DVDを大学に寄贈しました。

＜寄贈図書＞
上手に距離を取る技術　　石狩少女
カーストとは何か　インド「不可触民」の実像
「源氏物語」の時代を生きた女性たち
ミステリー食事学　　絶滅危惧個人商店
化石に眠るDNA　絶滅動物は復活するか　　新しい天体
ネットはなぜいつも揉めているのか　　イグアナの花園
パンダ・パシフィカ　　日本のおむすび
ゴッホは星空に何を見たか　　日本の指揮者とオーケストラ
ブラジルが世界を動かす　　鎌倉遊覧
「植物の香り」のサイエンス　なぜ心と体が整うのか
文化財の未来図　「ものつくり文化」をつなぐ
ファスト・カレッジ　大学全入時代の需要と供給
死なないノウハウ　独り身の「金欠」から「散骨」まで
愛しさに気づかぬうちに� 他

北星学園大学図書館は、地域の方や高校生に
も開放しております。利用方法や開館日程は
本学図書館ホームページよりご確認ください。

図書館
QRコード

法廷遊戯　通常版
ポセイドン・アドベンチャー
ミッション：インポッシブル/フォールアウト
君たちはどう生きるか　特別保存版
最高の人生の見つけ方
最高の人生のつくり方
ウェンズデー　シーズン1� 他

＜ＤＶＤ＞

問合せ・
応募書類受取り先

北星学園大学同窓会事務局（C館1階 社会連携課）
メールアドレス：dousoukai@hokusei.ac.jp　TEL：011-891-2731（代表）


